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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 パブロ・マルケス 

今回は、バルエコと同様に憧れるギタリスト、パブロ・マルケスです。彼のポンセの「スペインのフォリア

の変奏曲とフーガ」は、ここ最近のギター界において最高の出来ではないでしょうか！ 

◼ 歴史上、今ほど作曲家がギターに興味を持った時代はないのではないかと思うよ。1960 年以降、音楽の

中でギターのポジションが少しづつ確固たるものになってきたんだ。 

◼ イギリスのブライアン・ファーニホウのオペラ「シャドウタイム」の第 2 幕「ガブリエルは羽ばたく」

はギター協奏曲そのものだ。（yakateru:さっそく聴いてみよう！） 

◼ 今ある西洋音楽の源になっているのはルネサンス音楽だと考えているんだ。ルネッサンス様式のポリフ

ォニィ、緻密な音の構成を把握することが、バッハから現代までの西洋の音楽への理解を高めてくれる。

聴き取り能力を鍛えるには、ルネサンス・ポリフォニィーを聴いて訓練するのが一番いい。 

◼ 今、二つのことを勉強している。1 つは、指揮。音楽を理解し、表現力を高めるには、音楽的ジェスチ

ャ―を意識することが非常に重要だと分かった。音の動きは聴覚でとらえられるもので実体がないけれ

ど、それを視覚的、体感的にとらえるということ。そのために、指揮法を学んでいる。 

◼ もう一つは、故郷のアルゼンチンの音楽だね。パリにいて、自分のルーツを見直すようになった。 

◼ 使っている楽器は、フレドリッシュ。パリコンで使ったもの持含めて 3 台持っている。 

◼ 日本の読者へのメッセージ：ギターの音楽を小さな枠の中に納めないようにしてほしい、ギター奏者で

ある前に音楽家である、ということを意識してほしい。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 角 圭司】  

妹さんもギタリストということで、デュオとしても活躍されています。バルエコに師事していたそうで。 

⚫ バルエコの魅力は、音楽の作り方がすごく自然なところです。レッスンを受けている時に、「この曲の

演奏では、頭の中ではこういう表情をしているんだよ」と、いろいろ表情をしながら演奏して見せて

くれました。怒ったり、笑ったり。そして、「でも私たちは音楽家だから、顔に出すのでなく音に出す

のだよ」と。 

⚫ バルエコ秘伝のテクニックは、基本のテクニックを１つ１つこなしていけばちゃんと弾けるというこ

とですね。1 つ 1 つの音を正確に弾くことを目指しています。 
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【クラブ・マリアデュオのインタビュー：舟橋端朗】 

舟橋氏も新堀出身だそうです。初リサイタルで、客から「まだお金を取って演奏するには早い」といわれま

した・・・ということで。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 25 回は、ソルの「練習曲 OP6-8」です。シンプルですがと

てもきれいな曲です。意外と難しい曲でもありますがお気に入りです。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、タンゴとして発表され、ジャズのスタンダードナン

バーになった「朝日のごとくさわやかに」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、これまでのまとめ２です。サン

プル曲は、ガーシュゥインの「エンブレイサブル・ユー」が掲載されています 

◼ 冒頭インタビューの伊藤福雄氏による「最短上達・脱力法講座」は、「耳コピーで弾くとやばい」の話

です。緊張をほぐす方法は、深呼吸を 2 回だそうです。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 

 


